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このセッションの目的

● 十人十色なSigSQAメンバーの
キャリアを解剖し、
イマドキのQAエンジニアの成長軸や、
スキルの動向を知る

● 具体例や学び方、歩み方まで、
キャリア形成のヒントを持ち帰る
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We are            
プロダクト品質に関わる人たち
『皆が良くなる世界』を
目指して活動している集まり
（コミュニティ）です
『皆が良くなる世界』は
プレイヤーもマネージャーも
みんな含まれます
組織が良くなることに加え、
チームの納得感の共感や、
個人の納得感も大事だと
考えています
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SigSQAのメンバーのキャリアを紐解く中で見えてきた、単純なスキ
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誰かの完全なコピーを目指す

（ロールモデルそのものになりたい）

自分に合う部分を選択

複数のメンターのいいとこ取り
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プレイヤー編
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このパートについて

プレイヤーとして働くQAエンジニアの「成長軸」を解説します！

- 基礎を学んだQAエンジニア (JSTQB FLや経験3年目以上など)
- 上記を指導するメンターやマネージャー
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テスト技術も使うけど、
仕様やドメイン知識でも貢献してるな
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私たちはどうテストしているか？
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チームのテスト力
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このパートは？
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構想力とは、個人、組織が発揮するケイパビリティ（能力）であり、想像力、主観力、
実践力を合わせた「存在しないものを存在させる力」です。
（中略）
構想をつくる（構想化）とは、! 発見的で探索的なプロセスであり、" 目的と手段の関
係追求であり、# 実践のためのエコシステム（生態系）を描き生成していくことです。
※P17から引用

結論を先取りすれば、本来の経営は『価値創造（＝他者と自分を同時に幸せにすること）
という究極の目的に向かい、中間目標と手段の本質・意義・有効性を問い直し、究極の目
的の実現を妨げる対立を解消して、豊かな共同体を創り上げること』だ。
この経営概念の下では誰もが人生を経営する当事者となる。

幸せを求めない人間も、生まれてから死ぬまで一切他者と関わらない人間も存在しないか
らだ。他者から何かを奪って自分だけが幸せになることも、自分を疲弊させながら他者の
ために生きるのも、どちらも間違いである。『倫』理的な間違いではなく『論』理的な間
違いだ。
※P6（Kindle版）
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このセッションの目的

● 十人十色なSigSQAメンバーの
キャリアを解剖し、
イマドキのQAエンジニアの成長軸や、
スキルの動向を知る

● 具体例や学び方、歩み方まで、
キャリア形成のヒントを持ち帰る
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こんな感じで、いくつかのイマドキの成長軸を紹介しました
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「〇〇さんになりたい！（けど難しいなぁ）」ではなく!
「〇〇さんのこの部分を取り入れたい！」という気持ちで
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! つの から、どこかをインデックスにして持ち帰れそう？



時間があれば
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